
町立病院からのお知らせ

ご存じですか？便秘のこと
　便秘の患者は非常に多く、全人口の1割程度とされています。しかし、治療に不満を抱く患者は非
常に多いのが現状です。慢性便秘は女性に多いと言われていましたが、60歳以上では徐々に男女差が
なくなり、80歳ではむしろ男性が多いことが明らかになっています。

便秘の種類には、放っておいても治る便秘と、
治りにくい便秘がある
１．一過性便秘
　生活習慣や食生活の変化、ストレスなどが原
因で一時的に便秘になることを、「一過性便
秘」と言います。長期旅行をすると便秘気味に
なるという人は多く、また、進学や就職で環境
が変わると便秘になる人も見られます。「一過
性」という言葉のとおり、環境に慣れたり食生
活を変えたりすれば自然と便秘は解消します。
しかし、一過性便秘をいつまでも放置しておく
と、慢性便秘に移行してしまうかもしれませ
ん。
２．慢性便秘
　慢性便秘とは、一過性便秘が治らずに慢性化
したものを言います。便秘解消を心がけてもな
かなか改善せず、不快な思いに悩んでいる人も
多く、中には10年以上便秘で苦しんでいる人
もいます。また、慢性便秘には、病気が原因の
ものもあります。これは放置しておいても治り
ません。特に「大腸がん」は放っておくと命に
かかわります。「たかが便秘」と思って放って
おいてはいけません。長期間続くようなら、当
院外科を受診してください。

便秘を放っておくとどうなるか
　便秘を放っておくと腹部の膨満感だけでな
く、肌荒れ、体臭や口臭の悪化、体重の増加、
いらいらするなどの悪影響があります。また、
硬い便を無理に出そうとすると、肛門が切れて
痔になる人もいます。痔は決して珍しい病気で
はありませんが、女性の場合、恥ずかしくて病

院に行けないという人も多いと思います。肛門
の周辺は雑菌も多く、痔を放置しておくと悪化
する恐れがあり、場合によっては手術が必要に
なることがあります。つまり、便秘を放置して
おいて良いことは何ひとつありません。

便秘を解消する方法
　長年続いた便秘ほど、解消までに時間がかか
ります。しかし、根気強く解消する努力を続け
ましょう。
１．食物繊維やビフィズス菌を摂る：便秘解消
に効果的です。
２．水分を摂る：朝に白湯を飲むと便秘解消し
やすくなります。
３．朝食を食べる：朝食を摂らないと便秘がち
になります。
４．早めに病院を受診する：受診することで早
期の便秘解消につながります。

　最後に、１週間以上便が出ない時や、便秘と
下痢を交互に長期間繰り返す時は一度当院外科
を受診してみてください。
 レントゲンで便の詰まり具合や解消の仕方も
ある程度分かります。一緒に慢性便秘を解消し
ましょう。

和水町立病院
診療部長　岩永　祐治
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。
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